
資料１－２

 
難視対策中継局作業班 運営方針 

 

「放送システム委員会」（諮問第2023号）に関する調査について、委員会が調査するため

に必要とする情報を収集し、技術的条件についての調査を促進させるために「難視対策中継

局作業班」を設置することとする。 

 

１ 作業班における調査事項 

 （１）地上デジタル放送の中継局に関する技術的条件のうちデジタル混信等の難視対策の

ためのギャップフィラーに関する技術的条件 

 （２）その他 

 

２ 作業班の主任及び構成員 

  別紙のとおり 

 

３ 作業スケジュール 

  平成１９年１２月頃までに作業班報告を取りまとめる。 

 

４ 作業班の運営等 

（１）作業班の会議は、主任が招集する。 

（２）主任は、作業班の調査及び議事を掌握する。 

（３）作業班に主任代理を置くことができ、主任が指名する者がこれに当たる。 

（４）主任代理は、主任不在のとき、その職務を代行する。 

（５）主任は、会議を招集する時は、構成員にあらかじめ日時、場所及び議題を通知する。 

（６）特に迅速な審議を必要とする場合であって、会議の招集が困難な場合、主任は電子

メールによる審議を行い、これを会議に代えることができる。 

（７）主任は、必要があるときは、会議に必要と認める者の出席を求め、意見を述べさせ、

又は説明させることができる。 

（８）主任は、必要と認める者からなるアドホックグループを設置することができる。 

（９）作業班において調査された事項については、主任が取りまとめ、これを委員会に報

告する。 

（10）その他、作業班の運営については、主任が定めるところによる。 

 

５ 会議の公開 

会議は、次の場合を除き、公開する。 

（１）会議を公開することにより当事者又は第三者の権利、利益や公共の利益を害する恐

れがある場合 

（２）その他、主任が非公開とすることを必要と認めた場合 

 

６ 事務局 

本作業班の庶務は、情報通信政策局放送技術課が行う。 



資料１－２ 別紙

情報通信審議会 情報通信技術分科会 放送システム委員会 

難視対策中継局作業班 

構成員 

（五十音順、敬称略）  

 

伊丹  誠 東京理科大学 基礎工学部 電子応用工学科 准教授 

今井 隆洋 ㈳電子情報技術産業協会 CE 部会 テレビネットワーク事業委員長 

太田 勝義 ㈱テレビ東京 統括テクニカルプロデューサー 役員待遇 

太田 弘毅 (独)情報通信研究機構 ユビキタスモバイルグループ 主任研究員 

奥川 則夫 日本アンテナ㈱ 情報通信第一技術部長 

小倉 敏彦 ㈳日本民間放送連盟 企画部 主幹 

栗原 正美 ミハル通信㈱ 第二技術部 第二開発課長 

小林  哲 ㈳電波産業会 常務理事 

杉浦 敏博 マスプロ電工㈱ 開発部 担当部長 

杉本 明久 ㈳日本 CATV 技術協会 技術調査研究部長 兼 規格標準部担当部長 

高橋 暢彦 DX アンテナ㈱ 営業技術部長 

高山  享 ㈱日本デジタル放送システムズ 技師長 

 (主任) 都竹愛一郎 名城大学 理工学部 電気電子工学科 教授 

中川 永伸 ㈶テレコムエンジニアリングセンター 企画サービス部 副部長 

長妻 忠雄 ㈱ＮＨＫアイテック 送信ネットワーク事業部 特別主幹 

曲渕 正敏 日本無線㈱ 通信機器事業本部 放送機ユニット長 

増澤 一浩 ホーチキ㈱ 開発研究所 情報通信技術部長 

松下 信哉 ㈶電波技術協会 技術本部長 

森山 繁樹 日本放送協会 技術局計画部 担当部長 

山本健太郎 八木アンテナ㈱ 通信・放送設計部 主任技師 

渡部 耕次 鹿島建設㈱ 建築設計本部 設備統括グループリーダー 

（以上、２１構成員） 
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